
2 1 日 獣 発 第 1 9 号 

平成 21 年 4 月 10 日 

 

地方獣医師会会長  各位 

 

社団法人 日本獣医師会 
 会 長  山 根 義 久 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

高病原性鳥インフルエンザ防疫とアライグマ対策について 

 

今般栃木県において開催された、第 147 回日本獣医学会学術集会にお

いて、国内の野生アライグマの血清検体から高病原性鳥インフルエンザ

ウイルスH5N1亜型に対する抗体を検出したとする報告があったことを

受け、平成 21 年 4 月 6 日付け 21 消安第 256 号により農林水産省消費・

安全局動物衛生課長から別添写しのとおり通知があったので、了知の上

は関係者への周知をお願いします。 

なお、このたびの通知は、①生産農場へのアライグマ等野生鳥獣の侵

入防止対策について注意喚起と、②アライグマを確認した場合には市町

村等へ駆除等の連絡をすることについて、都道府県畜産主務部長あてに

指導の徹底を求めたので、円滑な防疫対策の実施につき協力願いたいと

するものです。 

貴会及び貴会会員におかれては、野生鳥獣対策の一環としてアライグ

マの生息状況調査や保護又は駆除のための捕獲の業務に従事される場合、

今回の通知に十分ご留意の上、対処いただきたくお願いします。 

 

注）本通知は、日本獣医師会ホームページに掲載したことを申し添え

ます。 
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